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酬e

r地球大気化学国際シンポジウム」開催のお知らせ

　CACGP（大気化学と地球規模汚染に関する委員会，

国際学術連合会議IAMAP／IUGG傘下）の第8回国際

シンポジウムと，IGAC（地球大気化学国際協同研究計

画）の第2回国際学術集会を兼ねて，r地球大気化学国

際シンポジウム」が開催されます．日時は1994年9月

5～9日で，場所は山梨県富士吉田市です．

　このシンポジウムでは，地球規模の対流圏化学に関す

る野外測定・室内実験・モデリソグ等の論文発表を幅広

く募集しています．今回強調するテーマはr地球規模の

対流圏に対する人為的影響」で，

　・対流圏オゾソとその前駆気体

　・温室効果気体の分布と発生・消失フラックス

　・硫黄と窒素の循環および酸性化における役割一アジ

　　アの現況

　・エアロゾルと雲の化学および放射への関連

などのトピックスがあげられます．全体として，このシ

ソポジウムは国内外におけるIGAC研究の成果発表の

場となる予定です．

　このシンポジウムのアナウソスが出来上がっていま

す．入手ご希望の方は，下記のシンポジウム組織委員会

事務局にお間合せ下さい．

　　地球大気化学国際シンポジウム事務局

　　東京大学理学部地球惑星物理学科

　　岩上直幹または小川利紘

　　TEL・03－3812－2111（内）4590または4592

　　直通TEL・03－3815－8020

　　FAX．03－3818－0745
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轟艶

1993日中砂漠化機構解明研究シンポジウム

主催：科学技術庁（日中砂漠化機構解明研究シソポジ

　　　　ウム組織委員会）

期日：1993年3月2～4日
場所：科学技術庁研究交流セソター

　　　　茨城県つくば市竹園2－20－3

　　　　TEL．0298－51－1331

シンポジウムの主要課題：

　①砂漠形成史

　②砂漠化機構および環境変動

　③砂漠化と気候変動

　④半乾燥地域における生態系の保存および回復機構

　⑤砂漠化のシミュレーショソおよび砂漠化防止への応

　　用

参加登録：1992年11月30日締切

登録料：無料

講演要旨：1993年1月10日締切

連絡先およびサーキュラー請求先：

〒351－01埼玉県和光市広沢2－1

　　　　　理化学研究所地球科学研究室内

　　　　　1993日中砂漠化機構解明研究シソポジゥム

　　　　　事務局

　　　　　岡田昭彦，杉原滋彦，長島秀樹，高橋和也

　　　　　TEL．0484－62－1111

　　　　　　　　内線3632，3633，3634，3636

　　　　　FAX．0484－62－4654

1992年9月 35
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合には，やはり詳細な解析によって，モデルに不備な点

があったか，あるいは初期条件が悪かったのかなどにつ

いて，ヒントが得られる．

　このような解析を強調したのは，気象大学校を除い

て，わが国の大学では総観気象学の授業も研究も殆どし

ていないという特殊事情があるからである．

　（4）センターの資料部．必要なデータを，すぐアクセ

スできる形で保持し，全国の利用者に提供するのが資料

部の任務である．

　（5）センターの外来研究員部．これも重要なセンター

の機能である．メソ気象を研究したい人の国内，国際の

交流・留学の場となる．紙数がないから，海外からの研

究員の場合についてだけ述べる．もちろんメソ気象学の

大家に滞在してもらいたいが，アジア諸国からもたくさ

ん招待したい．中国や韓国の豪雨，バソグラディッシュ

の洪水などで，メソ気象に対する関心が高まっている．

・国際技術搦力のr環にもなる．

　もし何年間も滞在できるというのであれば，完全にセ

ンターの戦力になる．現在米国で大活躍している日本人

の気象学者は，20～30年くらい前に，よりよい研究環境

を求めて移住した人たちである．米国の受け入れ側から

すれば，日本のトップレベルの研究者（またはその卵）

に来てもらって戦力を増強したことになる．アジアには

若くて熱意があって優秀な人がたくさんいる．30年前に

米国のしたことを，今のわが国はできないのだろうか．

．酬e

名古屋大学太陽地球環境研究所助手公募

　大気環境部門の1名は主として分光学的手法により地

球大気化学関連の研究に，1名は主としてエアロゾルな

どの採集試料による大気質変遷の研究に，総合解析部門

の1名は太陽地球系科学の解析システムの情報科学的開

発研究と運用並びに解析的研究に従事して頂ける方を希

望します．

公募人員：大気環境部門助手2名

　　　　　総合解析部門助手1名

着任時期：決定後なるべく早い時期

提出書類：履歴書，研究歴，業績リスト，主要論文別

　　　　　刷，研究計画書，並びに，自薦については本

　　　　　人について意見をのべられる方2名の氏名と

　　　　　連絡先，他薦の場合は推薦書．

公募締切：1992年10月30日

候補者の選考：名古屋大学太陽地球環境研究所人事選考

　　　　　委員会の選考に基づき，同運営協議会の意見

　　　　　を求めて同教授会で決定します．なお，該当

　　　　　者のいない場合には決定を保留します．

宛先，問い合わせ先：

　　　　　〒442愛知県豊川市穂ノ原3－13

　　　　　　　　名古屋大学太陽地球環境研究所

　　　　　　　　所長　小口　高

　　　　　　　　TEL．05338－6－3154

1992年9月 45
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横井武長

謝　　平平

邊田有理江

修士論文

　石岡圭一

　下田直樹

山田慎治

永井晴康

寺尾　徹

研究

Studies　of　the　Atmospheric　Boundary

Layer　with　Use　of　the　Laser　Collimator

レーザーコリメーターを用いた大気境界

層の研究

Studies　on　the　Development　and　Ap－

plication　of　the　Rainfall　Estimation

Method　Using　GMS　Infrared　Imagery

Data

GMS赤外画檬データを用いた降水推定

法の開発およびその応用に関する研究

A　Study　of　the　Process　of　the　Ty－

phoon　Formation　and　Development

Using　the　Satellites　Data

人工衛星データを用いた台風の発生発達

過程の研究

回転球面上での帯状流の安定性について

Interannual　Variability　of　the　Strato－

spheric　Circulation　in　the　Southern

Hemisphere

地衡流調節過程で発生する慣性重力波の

研究

中国西北部砂漠地域におけるプラネタリ

ー境界層の観測

アジア中緯度偏西風帯にみられる夏季の

　　　　　　　季節内変動について

　大阪大学工学部環境工学科

修士論文

　山川高史　雪生成を含む非静水圧降水モデルの開禿

九州大学理学部物理学科

博士論文

　秋吉英治Diagnostic　Mode1StudyofSeasonal
　　　　　　　Variation　of　Global　Ozone　and　Ant．

　　　　　　　arctic　Ozon　Hole

修士論文

　萩原　茂サイン型底面を持つ回転水槽中の傾圧波

　　　　　　　動

　松山勇二対流活動から発生する内部重力波に関す

　　　　　　　る数値実験

　山村浩一冬雲の降雪機構一三次元数値実験

　吉田容子　中層大気大循環モデルによる大気潮汐振

　　　　　　　動の研究

　吉松和義浅い対流の組織化過程一三次元数値実験

九州大学農学部農業工学科

修士論文

　大隈　徹　AMeDAS国土数値情報を利用した局地

　　　　　　　気象解析

　柴田昇平　砂漢の土壌水分分布と蒸発速度について

九州芸術工科大学芸術工学部

修士論文

　挑　鳳軍気温分布の局所性に関する研究

酬e

　　　　　　　　　　　　　　第8回オゾン研究会のお知らせ

　第8回のオゾソ研究会を以下のように開催します．

日　時：気象学会秋季大会第2日目（10月8日）午後6

　　　　時頃から

場所：気象学会A会場を予定（学会会場での掲示をご

　　　　覧下さい）

　50

　　　　　　　　　　　　　　オゾン研究連絡会事務局

演　者：秋吉英治（福岡大学）

講演内容：モデルを用いたオゾン季節変動のシミュレー

　　　　　ショソ

その他，情報交換などを予定しています．多数のご来聴

をお願いします．　　　　　　　　．　　（林田佐智子）
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